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1清代福建省における経済発展と貨幣流通
李　　　　　紅　　梅　　
はじめに
経済発展の具体相は工業・農業・商品流通・消費形態・社会人口の職業構成
などの方面から観察することができる。経済発展に伴い、各方面は貨幣流通と
の関係を必然的に強めてくる。周知のように、宋元時代から繁栄してきた福
建は明清期に海外貿易市場の拡大により、自然経済的農業が商業的農業に発展
し、東南沿海部の商品経済発達地域として知られた。特に、外国銀貨の流入・
流出の窓口として、経済発展と貨幣流通の関係を分析する際、中国内において
は特別な存在であったと思われる。
清代福建省における経済発展を課題とした研究はこれまで様々な側面から議
論され、豊富な成果が得られている。福建の史学界では民間史料を重視した傅
衣凌 1）を代表として、市場経済・商人と商業資本・農村組織と経済関係・土
地制度の変遷などの研究が進められ、中国とヨーロッパの比較も重視して中国
社会長期停滞説を否定した。経済発展と貨幣流通については「私人海上貿易の
発達、特に銀貨の大量流入により、国内商品流通と交換及び沿海各地の商品化
農業と手工業の発展がある程度促進された」と指摘した。近年、福建の地域発
展史を論じた汪征魯は貨幣の変遷について「明清 500 年間余において、福建市
1）  傅衣凌『明清時代商人及び商業資本』人民出版社、1954 年。『明清社会経済史論文集』
人民出版社、1982 年。『傅衣凌治史五十年文論』厦門大学出版社、（1989 年版）、96 頁。
『明清社会経済変遷論』人民出版社、1989 年、143 頁。
2場の主な貨幣は何度も変化した。明中期の主要な手段は銀で、その後、銅銭が
鋳造されたが、鋳造量が商品流通の需要に応じられなかったため、清の雍正期
まで銀が用いられた。土地契約文書から見ると、嘉慶・道光期に鋳造銅銭が市
場流通でもっとも重要になった。明末清初外国貨幣が市場の流通手段として充
てられた。」と明示した。 2）　周玉英 3）は明清期福建経済契約文書を着実に分析
した結果、福建市場で流通していた貨幣について三つの段階に分けた。すなわ
ち、ⅰ．明代から清代の乾隆期まで主要な貨幣は銀両であった。ⅱ．嘉慶道光
年間銀両使用が減少したとともに銅銭使用が増加した。ⅲ．咸豊から清末まで、
銅銭が主要な貨幣になっただけではなく、外国貨幣の使用が多くなった。その
ほか、貨幣浸透の下で、福建における貨幣地租の展開が山地・園地などの郷族
共有地や地主の土地で行なわれたと陳支平 4）の研究より提示している。その
外に、福建の食糧問題 5）・手工業の発展 6）・定期市 7）・人口論 8）などの研究も
確実に進んでいる。
日本における福建地方社会を中心とした研究としては、まず三木聡 9）が挙
げられる。付加価値商品作物栽培の進展に伴って、米穀生産と流通をめぐる食
糧問題や小作農の日常的抗租など明清福建農村社会を考察した。山本進 10）は
清代福建の商品生産と台湾米流通について究明し、福建（特に厦門）と台湾と
江浙との商品流通ルートについての変化を論じた。二つの研究から福建は国内
及び台湾との貿易関係がほぼ読めるようになるが、その貿易関係の流れの中、
貨幣の浸透や流通状況について論じていないようである。｢明代後期以降の海
2） 汪征魯『福建史綱』福建人民出版社、2003 年、70 － 72 頁。
3） 周玉英『明清時期福建経済契約文書研究』遠方出版社、1999 年、341 － 391 頁。
4） 陳支平「明清福建貨幣地租質論」『中国社会経済史研究』1990 年第 1期。
5）　 王業鍵「十八世紀福建的食糧供需与糧価分析」『中国経済史研究』1987 年第 2期。
6）　 曾玲『福建手工業発展史』厦門大学出版社、1995 年。
7）　陳堅「明清福建農村市場試探」『中国社会経済史研究』1986 年第 4期。
8）  陳景盛『福建人口史論考』福建人民出版社、1991 年。曹樹基『中国人口史（清時期）』
復旦大学出版社、2001 年。
9） 三木聡『明清福建農村社会の研究』北海道大学図書刊行会、2002 年。
10） 山本進『清代の市場構造と経済政策』名古屋大学出版会、2002 年、135 － 157 頁。
１５４ 松山大学論集 第１９巻 第１号
3外需要の増大が潜在的な生産力を実現させ、商品経済を発展させる牽引力と
なった ｣11）というように指摘した岸本美緒は福建が江南と比べられる地域とし
て、よく特筆した。例えば、明末の田土価格の高騰を議論した時も銀流通を享
受する福建海港地域の田土需要状況を注目し、不動産貨幣使用動向について論
述した時も福建を考察した。ただ、南部沿海地域での経済発展と貨幣流通に関
わって議論したが、福建全体像を考察する余地がまだあると思われる。 
先述に汪征魯、周玉英は福建市場で流通貨幣の状況を提示したが、筆者は前
稿 12）で土地売券を利用して清代福建省の貨幣使用実態を考察した結果から見
ると、地域ごとに貨幣使用が異なったことを注目したい。すなわち、18 世紀
後半から 19 世紀後半まで秤量銀両使用が次第に縮小したと同時に、計数貨幣
である銅銭・銀元使用への転換が顕著になった。また、漳州府龍溪県のよう
な南部地域では銀元使用が強かった一方、東部と北部地域では銅銭使用が多く
見られる。そして、銅銭使用が乾隆中期から増加し、嘉慶道光期までピークに
なった。
この出発点から、いくつ疑問点がまた出ている。漳州府龍溪県の外国貨幣を
使用した件数が確かに多かったが、乾隆期中期までの 100 年間外国貨幣が土地
取引でなぜ使用されなかったか。清代中期から商品経済の発展に伴い、貨幣流
通市場に計数貨幣の需要がもっとも高まった中で、福建から外国貨幣が使用さ
れ始めたというイメージが強かった。しかし、銀流通を享受する福建海港地域
といっても、南部泉州府・漳州府の土地取引で外国銀元が多く使用されたもの
の、東部福州府では銀元使用ではなく銅銭使用が頻繁になったと見られる。こ
のような貨幣使用の差異はなぜ形成したのであるか。福建経済地域圏において
各地域の商品経済発展格差は当地の貨幣流通市場にどのような影響を与えたの
11）  岸本美緒『清代中国の物価と経済変動』研文出版、1997 年、234 － 235、262 － 3、359
－ 361 頁。
12）  拙稿 ｢清代における福建省の貨幣使用実態――土地売券類を中心として ｣『松山大学論
集』18 － 3、2006 年 8 月、166 頁。
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4であるか。本稿は上記の先行研究の具体成果を踏まえつつ、人口・耕地・田賦
の変化や商品作物・手工業・定期市の発展及び海外貿易の影響などの側面から
福建各府県の経済発展趨勢と格差を考察したい。それで、地域別民間市場に貨
幣流通状況を把握し、土地売券からみた貨幣使用実態の形成要因を解明する目
的である。
清代福建省内において 10 府 2 州を含めた。分かりやすく考察するために、
いくつかの地域を区分している。筆者は閩北（建寧府・昭武府・延平府）、閩
東（福寧府・福州府）、閩西（汀州府）、閩中（興化府）、閩南（漳州府・泉州府・
龍岩州・永春州）というように、前稿では５つに分かれたが、先行研究の成果
を参考にした上で４つに修正したい。
すなわち、図 1のように、北部（昭武府・延平府・建寧府）、東部（福寧府・
福州府）、西部（汀州府・龍岩州）、南部（漳州府・泉州府・興化府・永春州・
台湾府）というように分けた。その理由として：①福州府は省都という中心
都市の役割を果たさず、省内において地理的にいくつかの地域が形成された。
地図から分かるように、福建全域が山脈によって分断され、閩江・九竜江・
晋江・汀江という主要江河に沿って複数の独立した水系を形成している。山脈
と河川の間の狭い盆地はそれぞれ行政的な県の所在地であり、その下にまた、
それぞれの支流の周囲に郷・都が形成されている。②平均海抜 500 メートル以
上の山脈の分断より、福建内で使用された言葉（俗称閩語）は閩江流域と九竜
江・晋江流域の言葉が通じないほど大きく異なっていた。昭武県・建陽県が閩
北方言区に、古田県が閩東方言区に、仙游県・詔安県・台湾府が閩南方言区
にそれぞれ属していることになる。13）　③後述するように、重要な食糧貿易に関
わっていた商品流通ルートについての研究成果が取り上げられる。王業鍵 14）
は南区（漳州府・泉州府の食糧が台湾府から供給された）、閩江流域（上流の
13）  『問俗録』（清）鄧伝安・陳盛韶著、（標点本）書目文献出版社、1983 年；訳注者：小島
晋治・上田信・栗原純、平凡社、1988 年、204 － 5 頁。
14）  前掲王業鍵、85 頁。
１５６ 松山大学論集 第１９巻 第１号
5図 1　福建省全図
出所：『支那省別全誌』第十四巻　福建省の全省図より作成した。
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6昭武府・延平府・建寧府は福州府に食糧を提供し、龍岩州・永春州は自供でき
る）、西区（汀州府は江西省から購入した。）の三つの主要な市場区を整理した。
三木聡は ｢福建の米穀流通を中心として三つの経済圏を設定してきたが、それ
らは①．産米地＝昭武府・延平府・建寧府三府および非産米地＝汀州府の一部
と米穀消費地＝とからなる区域、②．興化・漳州・泉州三府からなる区域、③．
汀州府を結節点として江西・広東の一部からなる区域であった。｣ 15）というよ
うに分析した。この二つ見解を参考しながら、汀州府と龍岩州は汀漳龍道（福
建省内の地方管理機関）に管轄されたことも考量した上で、以上の４つの地域
に分けた。
第１節　経済発展の趨勢と地域差
1．人口の推移と経済的な要因の移動　
清代福建において人口数量の史料源として『戸部彙題各省民数穀数清冊』、
『清朝文献通考』、嘉慶『大清一統志』、道光『福建通志』、地方志などが挙げら
れる。これらの史料の下で、梁方仲氏 16）の『中国歴代戸口・田地・田賦統計』
に各省府の人口・密度・耕地面積・田賦などがまとめられ、厳中平 17）の「清
代乾・嘉・道・咸・同・光六朝人口統計表」に各省の年度別人口数の統計があ
る。この二つの資料集を利用しながら、各時期の地方志のデータを加え、陳景
盛 18）は福建省内の各県レベルまで歴代人口の統計を整理した。しかし、これ
らの史料には後述するように、数字の書き間違いや時期別人口増加比率の不統
一などの疑問点もある。データを引用する際、確実性を検討する必要がある。
15）  前掲三木聡、94 頁。
16）  梁方仲編著『中国歴代戸口・田地・田賦統計』上海人民出版社、1980 年。
17）  厳中平等編『中国近代経済史統計資料選輯』科学出版社、1974 年。
18）  前掲陳景盛。
１５８ 松山大学論集 第１９巻 第１号
7表１ 清代中期福建の府州別人口統計
地区 府　州 18世紀50年代＊1 1776年＊2 1820年＊3 1829年＊4 1865年＊2 1910年＊2
分布 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人）
??福寧府 37～41 63.2 76.3 79.3 93.2 102.0 
福州府 126～140 237.2 259 270.7 232.2 254.0 
合計 163～181 300.4 335.3 350 325.4 356.0 
??
建寧府 152～169 112.5 322.8 325 64.8 70.8 
邵武府 31～34 60.3 63.8 64.6 22.8 25.0 
延平府 41～45 78.1 85.3 86.9 54.9 60.0 
合計 224～248 250.9 471.9 476.5 142.5 155.8 
??汀州府 72～80 126.5 149.5 154.7 101.6 109.0 
龍岩州 16～18 28.3 33.2 34.3 22.2 22.8 
合計 88～98 154.8 182.7 189 123.8 131.8 
??
泉州府 118～131 211.8 244.9 252.2 230.8 254.3 
漳州府 168～187 285 339.8 360.4 159.6 176.1 
興化府 26～29 44.5 53.1 56.2 97.2 106.4 
永春州 23～26 40.5 48.3 50.6 37.0 40.5 
合計 335～373 581.8 686.1 719.4 524.6 577.3 
台湾府 91～101 90 178.7
?? 900～1000 1287.9 1475.8
762＊5 1280.9＊6 1606.7＊6 1733.9＊4 1934.7＊6 1700＊7
出所： ＊ 1 王業鍵「十八世紀福建的食糧供需与糧価分析」の表１より。
 ＊ 2  1776 年のデータは曹樹基『中国人口史（清時期）』表 5－ 12 より、1865 年と
1910 年のは表 11 － 11 より。　
 ＊ 3 嘉慶『大清一統志』。
 ＊ 4 道光『福建通志』巻 48　戸口。
 ＊ 5  梁方仲『中国歴代戸口・田地・田賦統計』甲表 78　乾隆 14 年（1749 年）のデー
タより。
 ＊ 6  厳中平等編『中国近代経済史統計資料選輯』362 頁 1786 年；363 頁 1820 年；
369 頁 1865 年のデータより。
 ＊ 7 陳景盛『福建歴代人口論考』110 頁 1909 年のデータより。
表 1は先行研究と官撰史料のデータを合わせてまとめたものである。福建
各府州の人口数は清代初期から全部残したものではなかった。ただ、嘉慶期の
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81820 年と道光期の 1829 年の人口データは完全に残されたので、よく利用され
ている。王業鍵氏 19）は福建の食糧供給と糧価を分析した時に『福建通志』の
1829 年のデータが正確に近いと判断して、18 世紀 50 年代の府単位の人口を推
定した。近年、曹樹基 20）官撰史料より 1776 ～ 1850 年間と 1953 年のデータが
正しかったという何炳棣 21）の論点を同意した上で、地方志のデータを参考に
しながら、1820 年の人口数を基として、清代中期～民国期の府県まで人口数
量の推移を改めて修正した。王業鍵が推測した 1750 年前後の人口数は曹樹基
の分析した 1776 年の人口数と比べると、建寧府以外低く予測した。1865 年の
データについて曹樹基は太平天国戦争の影響がもっとも深かった汀州府・漳州
府、北部の 3府と龍岩州に人口の減少を考量した上で計算した。1910 年のデー
タについては人口の低成長の中にそれぞれの府県の増加率より整理した。
筆者は福建省各府県の地方志から人口データを判明するかぎり収集してみ
た。嘉慶期の 1820 年と道光期の 1829 年の人口データ以外に、同じ年代の各府
県の人口統計を揃うことが極めて難しいである。例えば、表 2のように、乾隆
期といっても、乾隆 16 年（1751 年）の福州府と乾隆 26 年（1761 年）の泉州
府の人口数しかないが、10 年の差がある。また、表 2と表１を合せて見れば、
福州府の合計（203750 人）は 18 世紀 50 年代の 126 ～ 140 万人より 1776 年の
237.2 万人に近いと見られる。したがって、1776 年の人口数はつぎの ｢福建府
別田地・田賦（乾隆期）｣中で利用したい。
各府県の人口変化を見ると、東部の福寧府と福州府では人口が自然に増加し
ていった。すなわち、戦争・自然災害の影響が少なかったので、人口流動の可
能性が低かったと言えよう。北部の建寧府の人口数が表 1から分かるように、
ほかの県よりあまり多かったと曹樹基 22）は判断し、1865 年のデータを大分修
19）  前掲王業鍵、72 頁。
20）  前掲曹樹基、172 － 188 頁。
21）  何炳棣『1368 － 1953 年中国人口研究』葛剣雄訳、上海古籍出版社、1989 年版。
22）  前掲曹樹基、178 － 9 頁。
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9正した。また、北部の 3府、西部の汀州府の人口数は戦争・病気の影響で、人
口の倍以上が減った。その中には他省に移出した可能性が十分に考えられる。
南部では泉州府の人口変化があまり見られなく、戦地となった漳州府の人口減
少は当然であった。しかし、1865 年～ 1910 年までの南部の低成長は海外・台
湾への移民と関連が十分にあると思われる。
表 2 乾隆期人口数
府　州 県　名 人　口（1751年）＊１
福州府 閩　県 45344
侯　官 38067
長　楽 32126
福　清 37043
連　江 15440
羅　源 6369
古　田 13819
屏　南 6073
　閩　清　 5149
永　福 4320
合計 203750
府　州 県　名 人　口（1761年）＊2
泉州府 晋　江 43727
南　安 23989
恵　安 14226
同　安 55921
安　溪 11691
合計 149554
出所： ＊ 1 『乾隆福州府志』巻 10　田賦上　　
 ＊ 2 『乾隆泉州府志』巻 18　戸口
不完全な統計によると、1840 年代前後まで東南アジアの華僑総数は 100 万
人以上に上り、福建出身者が多数を占めている。1847 ～ 1874 年の 30 年間に
25～50 万福建人が出国したと予想される。戴一峰 23）による各年度海関『関冊』
23）  戴一峰『華僑華人歴史研究』1988 年第 2期 36 － 37 頁。
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の検討では、1841 ～ 1910 年間出国人数が 2,702,503 で、帰国人数が 1,596,187
であった。これは厦門港に限定されていたが、福州及び広東などからの出国人
数を加えると、平均年間出国人数は 10 万人を超えたと言われている。また、
周知のように、台湾の漢族の先祖は半分以上南部から来た人々である。記録に
よれば、嘉慶 14 年（1809 年）に漳州人が 42,500 余で、泉州人が 250 余で、合
わせて半分を占めたという。 24）
陳鏗 25）の研究により福建の人口移動が遷海令や太平天国戦争のような要因
で生じたのではなく、生活を維持するための経済的要因によるものであるこ
とが明らかになった。商品作物の生産から利益を獲得するために、各省や各県
の間で移動したことが挙げられる。建寧・寧化から江西省に、寿寧から浙江省
に、藍・麻・蔗の生産に従事するために人々が移動している。そのかわりに、
江西・浙江からきた人々は ｢棚民 ｣と呼ばれ、北部の延平・建陽各府の山を借
り、製茶・製紙・製鉄に従事した。省内における府県間の人口移動の主流は汀
州府・漳州府・泉州府・永春州から土地が肥沃な北部各府に移動したほか、漳
州府から西部の各府に移入したといわれる。
表 3の 1820 年各府の人口密度と 1829 年統計したにおける移入人口を比較す
ると、密度中位ぐらいの東部 2府は移入人口比率が多かったが、人口密度／平
方キロが 300 人以上を越えた漳州府・泉州府の流寓人口比例がゼロに近いほど
少なかったことがわかる。南部各県の人口圧力を解消するために、西部・北部
の各県や台湾に移動する可能性が十分高いと予想される。
24）  『皇朝続文献通考』巻三〇、516 頁。
25）  陳鏗「明清福建人口的経済性遷移」『人口与経済』1985 年第 2期。
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表 3 1820 年代福建各府州人口密度と移動
嘉慶25年（1820年） 道光9年（1829年）
地域分布 府　州 人口 面積（平方キロ） 密度 人口
流寓
（移動人口）比率（％）
閩東部 福寧府 751,660 9,000 83.52 793,378 131,006 16.5
福州府 2,476,193 15,000 165.08 2,706,645 468,802 17.3
閩北部 建寧府 3,193,410 14,400 221.76 3,250,301 98,487 3
邵武府 630,997 9,000 70.11 646,017 4,396 0.7
延平府 853,347 14,400 59.26 868,869 47,922 5.5
閩南部 泉州府 2,381,429 7,500 317.52 2,521,684 ー ー
漳州府 3,336,729 10,200 327.13 3,604,171 19,166 0.5
興化府 493,433 3,900 126.52 562,172 17,355 3.1
永春州 389,948 5,100 76.46 506,258 14,009 2.8
台湾府 1,786,883 35,400 50.47
閩西部 汀州府 1,485,903 17,400 85.4 1,546,984 48,722 3.2
龍岩州 328,419 7,200 45.61 342,886 29,644 8.6
出所： 梁方仲『中国歴代戸口、田地、田賦統計』甲表 88、277 頁、附表 37 より。
2．納税と食糧の流通
清代初期全国統一後、社会と財政の安定を維持するために、賦税制度は
明代を継承しながら、新しい税制が進んでいった。康煕 52 年（1731）に
｢盛
せいせいじせいじんてい
世滋生人丁 ｣という制度を実施した。清代の制度において、16 歳から 59
歳の成年男子は丁銀が課せられ、人
じんてい
丁と呼ばれた。康煕 50 年に登録された全
国の人丁の総数を基準にし、丁
ていぎん
銀を納める。康煕 51 年に 16 歳になった男子は
当面課税対象として登録したが、60 歳になる男性が人丁の枠から削除される
まで免除される。それで、男子を生まれると、隠すことや逃げることを減少し、
丁銀額を固定した。その後、雍正期土地を持たない貧民の負担を減少するため
に、丁銀を土地税に繰り込んで納める方法が全国で実行された。それで、貢納
物と労役という 2種の賦税が田賦の形に変わり、地
ちていぎん
丁銀といわれる税制が成立
された。福建において明代まで別々に徴収した官田と民田の税を合せて、1畝
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当り米 6升を徴収した。付加税 26）を入れて、銀に折納すると、1石税米が約
銀 1.3 両に、1人丁が 0.28 両になった。清代の賦役改革は清代中期まで人口が
急成長した一つの原因になったのであろう。ただし、実際の徴収額は地方官吏
の不正行為で田賦正額の数倍に昇っていたことがしばしば見られた。
地方官吏の報告と調査が不可信のため、官撰史料のデータはそのままでは実際
が分からない。しかし、当時の経済データを得ることは困難であるので、『福建通
志』と地方志のデータを示すかぎりで、福建の各地域の様子を明らかにしたい。
表 4には府県別田地と田賦の推移をまとめているが、利用できるデータが限られて
いたので、無理に合わせたものがある。乾隆期の表 4－1では乾隆 29 年（1764）
に記載された田賦と乾隆41（1776）年の人口を仮にリンクしてみた。同じように、
道光期の表 4－3では道光 2 年（1822）の田賦と道光 9 年（1829）の人口を仮に
リンクさせた。嘉慶期と道光期のデータについて統計上のミスや記入の誤りなどの
理由で矛盾点が結構存在したが、全体像を読みとる上では有用であろう。康煕期
の賦役改革より官田と民田が統一されたため、｢田地 ｣というのは官民田の耕地以
外に利用できる山地・池・果樹園・新しく開墾した農地などが含められている。し
たがって、計算した1畝当り米納額は前に説明した徴収基準（1畝当り6升を徴収
した）より随分下回っている。賦税収入は実物と貨幣であったが、順治期以来漕
糧と軍米以外の農産物と田賦は銀で折納（振替納税）された。１石米が当時どの
ような基準で決められたかが曖昧であったので、各地域で分かる範囲の市場米価
で計算しなおした。また、1人当たりの米納額・銀納額は実 際の人口数で平均し
たもので、1人丁の平均数ではなかったが、各県の人々が実際負担した田賦額であっ
た。
26）  厦門大学歴史研究所中国社会経済史研究室著『福建経済発展簡史』厦門大学出版社、
1989 年、149 頁。
  付加税として、1石税米は「糧折銀」と「四差銀」、1丁は「三差銀」と「塩銀・糧銀」
を加える。
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6.50 
小
計
3,193,037
207,321
19,424
19424×
1.6=31078
350
87
0.6
5.9
0.91
0.55 
5.90 
閩
北
建
寧
府
2,278,013
609
41,415
7,234
7234×
1.6=11574
325
78
0.3
1.8
0.7
0.22 
1.30 
邵
武
府
951,708
251
63,997
12,296
12296×
1.6=19674
64.6
76
1.3
6.7
1.47
1.90 
9.90 
延
平
府
997,903
264
80,126
15,968
15968×
1.6=25549
86.9
76
1.6
8.0 
1.15
1.83 
9.20 
小
計
4,227,624
185,538
35,498
35498×
1.6=56797
476.5
77
0.8
4.3
0.88
0.74 
3.90 
閩
南
泉
州
府
1,431,270
370
106,373
11,378
11378×
1.6=18205
252.2
85
0.8
7.4
0.57
0.45 
4.20 
漳
州
府
1,084,422
277
111,208
11,602
11602×
2.8=32486
360.4
77
1.1
10.3
0.3
0.32 
3.10 
興
化
府
1,431,160
366
72,192
13,607
13607×
1.6=21771
56.2
77
0.9
5
2.55
2.42 
12.80 
永
春
州
2,226,999
570
159,807
19,382
19382×
1.6=31011
50.6
83
0.9
7.2
4.4
3.80 
31.60 
小
計
6,173,851
449,580
55,969
55969×
1.6=89550
719.4
83
0.9
7.3
0.86
0.78 
6.20 
台
湾
府
595144　
#2
130
197685（
栗
）
190.8
閩
西
汀
州
府
1,315,322
354
104,034
14,651
14651×
1.6=23442
154.7
82
1.1
7.9
0.85
0.95 
6.70 
龍
岩
州
305,330
81
24,739
482
482×
1.6=771
34.3
97
0.2
8.1
0.89
0.14 
7.20 
小
計
1,620,652
128,773
15,133
15133×
1.6=24213
189
84
0.9
7.9
0.86
0.80 
6.80 
福
建
合
計
15,810,308
1,092,371
100825　
#3
1925.7
6.9
0.82
0.58　
#3
6.3
出
所
：
 ＊
1 
『
福
建
通
志
』
民
国
　
五
十
一
総
巻
　
田
賦
巻
二
 （
道
光
2
年
『
新
刊
賦
役
全
書
』）　
　
 
＊
2 
道
光
『
福
建
通
志
』
巻
48　
戸
口
注
：
 
#
1 
 『清
宣
宗
実
録
』
巻
四
一
、
56
頁
。
　
道
光
2
年
（
1822
年
）
漳
州
府
米
価
は
2.80
～
3.33
両
/
石
；
一
般
米
価
は
1.30
～
1.90
両
/
石
。
平
均
数
1.6
両
/
石
で
計
算
し
た
。
 
#
2 
台
湾
の
官
田
は
52,621
甲
で
あ
っ
た
。
1
甲
＝
11.31
畝
（
同
治
戸
部
則
例
巻
五
）
 
#
3 
台
湾
府
の
米
納
額
は
197,685
石
の
栗
で
、
福
建
合
計
の
米
納
額
は
台
湾
を
含
ん
で
い
な
い
。
米
納
額
/1
人
は
台
湾
人
口
数
を
含
ん
で
い
な
い
。
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乾隆期の表 4－1を見ると、漳州府・泉州府に属した南部において田地の面積
が北部と同じであったが、人口は北部の倍近くであった。全省の銀納率は平均
81％で、南部・東部・西部・北部の順番で、南部が一番高かったのである。1人当
りの銀納額や1畝及び 1人当りの米納額については南部が一番低かった。同じ方
法で北部の三府を見ると、建寧府の田地面積は昭武府・延平府より大きかったが、
1畝当り米納額は平均 1.1升より低かった。ただし、1人当り田地と銀納額は昭武
府・延平府より少し高く見える。それで、米が豊富ではなかった建寧府において昭
武府・延平府より銀納率が高く現れた。東部 2 府を見ると、福州府の田地面積が
福寧府の約４倍で、１畝当りの差が大きすぎて、米の不足が明瞭となる。福州府・
漳州府・泉州府・汀州府が食糧不足区であったこと 27）が推測できる。
嘉慶期の表 4－2の各地域については田地と銀納額は南部・北部・東部・西部
の順番で、南部が一番高かったのである。米納額は北部・南部・東部・西部の順
番で、1人当たりの米納額は北部・西部・東部・南部の順番で、1人当たりの銀納
額は西部・北部・東部・南部の順番である。1人当りの銀納額と米納額について
は南部が一番低かったし、2 番目が東部であった状況が変わらなかった。
『嘉慶重修一統志』嘉慶 25 年（1820）の統計と『福建通志』道光 9 年（1829）
の各府県のデータは統計上の間違いが多く見られる。例えば、1820 年に永春州の
田地が 479,968 畝であったものの、1829 年に 2,226,999 畝になったというように大
きく増加した。それは記載のミスか実際の数字かについて判断しにくい。ほかの
県のデータが多少増減したが、変化が大きくなかったとみられる。また、銀納額、
米納額の数値は永春州・福寧府・建寧府を除いて、嘉慶期が道光期より上回って
いることが分かった。すなわち、田地数が変わらなかった県は米納額が安定した
が、銀納額がほぼ減少したという。それはなぜであろう。米納額が変化しなかっ
たことについて二つ可能性が考えられる。一つは民国『福建通志』を編纂したとき
に、道光期の田賦は嘉慶期の数字が引用されたものである。もう一つは道光 2 年
27）  前掲王業鍵、71 頁。
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『新刊賦役全書』から取り上げたもので、実際の数字であった。そうであれば、銀
納額が減少したことも事実であるという可能性がある。銀納額の減少は各府県に
納税状況の反映であろう。その仮定は成立すれば、東部と北部の各県の田賦徴収
は西部と南部よりもっと難しかったといえよう。
乾隆～嘉慶期のデータをみれば、田地は建寧・延平 2府が減少したが、ほか
の県が増加したように見える。銀納額がすべて増えたことに対して、北部 3府
と汀州府の以外に米納額が多少増えた。それぞれの人口数と合せてみると、1
人当たりの銀納額は嘉慶期のほうが多くなった。同じ方法で乾隆期と道光期の
データを比べると、1人当たりの銀納額は道光期のほうが少なくなった。
順治期18 年（1661）から道光 2（1822）年まで省の規模のデータから見ると、
清代初期から道光まで田地の面積や田賦がやや増加したように見える。その原因は
康煕改革より増加した人口が賦税を納めなかったことや墾田の増加などがあげられ
る。各府県の考察より、道光期まで田地の面積はやや増加したことに対して、田賦
の銀納額が緩慢に増えたものの、米納額が低迷したように見られる。田地面積は
乾隆期に北部が一番多かったが、嘉慶と道光に北部を抜けて南部が１番になった。
南部の銀納額はずっと一番目であった。清代中期まで人口の急成長に伴い、耕地
面積が限られた福建各府では徴収が難しくなったことは道光期に田賦額の減少が
一致したものであろうかと考えられる。そして、米穀不足の下で、各府県は田賦額
の 76％以上を占めた銀納額を納めるために、商品作物の栽培や特産物の販売のよ
うな商品経済を追求することから利益を獲得することしかなかったと思われる。民
間市場で貨幣需要が高まっていったと予想できる。漳州・泉州 2府のように、人口
が多くて食糧がもっとも不足であった南部地域では北部より貨幣を媒介物として、
商品経済を早めに進んでいた。食糧市場の背後に単純な食糧売買ではなく、砂糖・
煙草・紙・木材・茶など主要な商品作物の取引が行なわれたと言われている。28）
28）  三木聡『明清福建農村社会の研究』北海道大学図書刊行会、2002 年、94 － 95 頁。王業
鍵王業鍵「十八世紀福建的食糧供需与糧価分析」『中国経済史研究』1987 年第 2期 85 頁。
山本進『清代の市場構造と経済政策』名古屋大学出版会、2002 年、135 頁。
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全体からいえば、食糧の問題と田賦銀納化は各地域に異なる影響をもたら
し、商品経済趨勢にも差異が出ている。具体的にいえば、米穀不足のため、食
糧を購入しなければならない南部地域と米穀豊富で、食糧を提供する北部地域
ではそれぞれの商品作物や手工業の特徴が異なっている。
3．商品経済の発展
清代中期まで新開墾した田地が僅かであったが、農村人口は急成長した。生
活を維持すると徴税を納めるために、食糧不足の南部からはじめ全域まで、商
品作物の栽培が増加した。
表 5には製糖業の展開の例としてまとめてみた。明末から福建の砂糖を海外に
輸出し始め、日本市場で人気があった。36 県生産した中で漳州府・泉州府は主要
な産区であったといわれている。漳州府については嘉慶『漳州府志』巻五、民俗に、
「閩之属，火耕而水耨。生歯日繁、民不足於食、仰給他州。又地浜海舟楫通焉、
商得其利而農漸弛、俗多種甘蔗・煙草、獲利尤多。然亦末食而非本計也。」という。
（福建では農業を行っていたが、人口の増加をまかなうことできず、他県に
食糧を依存していた。また、沿海地域は船で行けるところまで交易が行なわれ
て、農業への熱心がなくなった。この地方の風俗として甘蔗・煙草を植えて利
益が多く出た。しかし、これらは農業の本計ではなかった。）
 農民が更なる利益を獲得するために、稲田を蔗田・煙草の畑に変えたこと
が福建の食糧不足を加速した。北部では食糧が豊かであったが、商品作物を栽
培してから食糧の単価も上がったとしばしば指摘した。
表 6は先行研究により、特産物と主な手工業の地域分布について示したもので
ある。全体的にいえば、明代の中後期に商品作物の栽培が始まった。煙草は明代
の万暦年間漳州人より福建へ導入されたと言われ、康煕期から乾隆期にかけて、
葉煙草栽培が展開された。29）甘蔗の栽培は明代から始まったが、国内の北部と海
29）  前掲『福建経済発展簡史』48 頁；三木聡 86 － 7 頁表 3。
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外需要により、解禁してから利益を追求するために稲田から蔗田に変わる県が多
くなってきた。茶葉の生産は清代前期に明代のように貢品としての需要量は多くな
かったが、清中期から後期にかけて国外へ大量に輸出された。
表 5　福建製糖業の展開
地域 府名 産地県名 史　料　記　叙　内　容 　出　　　　所
??
?
福寧府 霞浦、福安 「貨類：砂糖煮蔗為之」 『福寧府志』巻十二　物産
福州府
閩県、侯官、
羅源、閩清
① 「以新洲為盛、年約産糖二、三万担、馬洲、官
洲、甘洲次之」
『閩侯県志』巻二十三　物産
② 「引水不及之処、種菁、種蔗、伐山采木、其利
乃倍于田」
『福建通志』巻五十五
??
?
建寧府 瓯寧、建陽、 崇太里為一県之中甘蔗「所産為最」 『建陽県志』巻四
浦城 上下嵐及大茅洲是一県之中甘蔗「所産為最」 『浦城県志』巻七
????????????????
?
泉州府 晋江、南安、
同安、恵安、
安溪
① 「泉地沙ኍ強半皆植菅蔗、甘蔗」「甘蔗幹小而
長居民磨以煮糖泛海售商其地為稲利薄蔗利
厚往々有改稲田種蔗者故稲米益乏
『乾隆泉州府志』巻十九　物産
② 「泉州枕山而負海、…附山之民墾辟磽ฬ、植
蔗煮糖、黒白之糖行天下」
『閩書』巻三十八　風俗志
③ 「倶出晋江、南安、同安、恵安四県」「外安溪也
産」
『泉州雑志』巻上
④ 明中期「国初貢物亦少、吾邑只有白糖
三百五十斤、糖霜一百斤」
『恵安県志』巻七　上供
⑤「糖利甚多、種蔗田多、則妨稲」 嘉慶『恵安県志』巻十三
漳州府 龍溪、漳浦、 ①「俗多種甘蔗、煙草、獲利尤多」 『光緒漳州府志』巻三十八　民俗
南靖、長泰、 ② 「惟種蔗、種煙、会有両倍収入、故多奪五穀之
地以種之、田越少、而糧食越缺乏」
『龍溪県志』巻十　風俗
海澄、詔安
興化府 莆田、仙遊 ①「沙田多種蔗」、「水田作隴種之」 『仙遊県志』巻八
② 「煮蔗汁為之有白糖清糖烏糖沙糖又有糖油
再煮成者曰氷糖
『仙遊県志』巻七
??
?
汀州府 　長汀、寧化、 明「石沙糖八百五十斤、黒糖一百九十九斤」 『長汀県志』巻八　賦税志
龍岩州 漳平 果之物：甘蔗 『漳平県志』巻一　輿地　
注： 産地県名のみ鄭昌淦『明清農村商品経済』374 － 377 頁の総合統計を参考。
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表 6 福建各府県特産品と主要な手工業 
地区 府州名 県名 特産品 主要な手工業
?????
?????
?
福寧府 紫菜（茶・藍・砂糖・棉・磁器・棉布）＊1
霞浦・寿寧 （藍・麻・苧・棕・紙）＊2 製糖・製茶・藍栽培・魚業
寧徳 磁器 製糖
福鼎 製茶
福安 製糖・製茶・煙草栽培・魚業
福州府 印刷・造船・製塩
閩県・侯官 茘枝・龍眼・福橘・橄欖（紙・糖・茶）＊3 製糖
福清 夏布・紫菜 造船・製塩
長楽 夏布・茘枝 造船・魚業
羅源・閩清 （藍・茶・布・糖・陶器）＊4 製糖
連江・永福 （麻・苧・杉・黒糖）＊5 製糖・藍栽培
古田 （苧布・麻布・香菰・紙）＊6 製茶
???????
???????
?
建寧府 杉木（苧布・土絹・竹紙・茶・棉布）＊7
建安・瓯寧 夏布・香菰・冬筍（紙・木）＊8 製茶・製糖・藍栽培
建陽 蓮子・生熟煙糸 製茶・藍栽培・製紙・印刷
崇安 茶葉 製茶
浦城 蓮子・生熟煙糸 製茶・製糖・藍栽培
松溪 筍乾・紅菰 製茶
政和 製茶
邵武府 （杉木・紙・茶・漆・白磁器）＊9
邵武 松・杉 製紙・製茶・藍栽培
建寧・泰寧 夏布・筍乾（杉木・苧・紙・茶・糖・藍）＊10 製紙・製茶
光澤 製紙・製茶・煙草栽培
延平府 松・杉
順昌 紙 製紙
将楽 紙 製紙・製糖
沙県 製糖
永安 杉樹・紙・筍（藍・糖・煙草・苧布・香菰）＊11 製茶
南平 製茶・製糖
???????
???????
?
泉州府 茘枝（塩・茶・糖）＊12 糸織業
晋江 茘枝乾・龍眼乾・砂糖（藍・塩・茶・磁器）＊13 製陶器・造船・煙草栽培・魚業
南安 製陶器・魚業・製塩
同安 甘蔗（苧布・棉布・茶・磁器・藍）＊14 煙草栽培・製塩
安溪 製茶・製陶器
漳州府 砂糖・煙草（塩・茶・紅花・樟脳）＊15 造船・糸織業
龍溪 氷糖・橘餅・煙草 煙草・藍栽培
漳浦　 水墨二品・器皿・眼鏡 魚業・製塩
海澄 （糖・煙草・棉布・紅花・藍）＊16 煙草栽培
長泰 松・杉 煙草栽培
平和 砂糖・煙草 煙草栽培
興化府
莆田・仙遊 苧布・紅花・落花生（塩・糖・藍）＊17 煙草・藍栽培・魚業・製塩
（茶・糖・藍・煙草・布・茘枝・松・竹）＊18
永春州 夏布 煙草栽培
徳化 磁器 製陶器・藍栽培
永春 （糖・苧布・麻布・茶・磁器・木器）＊19 藍栽培
大田 製茶
台湾府 紅白糖・落花生
???
???
?
汀州府 松・杉（藍・糖・茶・紙・苧・枕・竹糸器・扇）＊20 印刷
長汀・武平 製糖・製紙・製藍・煙草
寧化 製糖・煙草栽培
連城 製紙・印刷
上杭 巾布・鉄鎖・・竹器・棕器 製糖・製紙・煙草・藍栽培
永定　 煙草 煙草、藍栽培
龍岩州 籐枕・茶葉・落花生・煙草 煙草栽培
寧洋 紙 煙草栽培
出所： 手工業は曾玲の『明清時期福建手工業』第四章；『福建経済発展簡史』176 － 197 頁を参照。
 特産品の（　）外の分は三木聡表 1ー 3から引用。（　）内は各県地方志を参考。　
 ＊ 1『福寧府志』乾隆 27 年、巻 12 物産、23 頁。 ＊ 2『霞浦県志』民国 18 年、物産 22 － 23 頁。
 ＊ 3『閩侯県志』民国 22 年、実業、3頁。 ＊ 4『閩清県志』民国 10 年、巻 3物産 1頁。
 ＊ 5『永福県志』乾隆 14 年、巻１物産 22 頁。 ＊ 6『古田県志』乾隆 16 年、巻 2物産 68 頁。
 ＊ 7『康煕建寧府』巻 14 物産 11 － 12 頁。 ＊ 8『建瓯県志』民国 18 年、実業巻 25、5 － 6 頁。
 ＊ 9『重纂邵武府』物産１71 頁。 ＊ 10『建寧県志』民国 8年、巻 27、物産 32 － 3 頁。　
 ＊ 11『永安続志』道光 14 年、物産志 460 頁。 ＊ 12『乾隆泉州府』物産、28 頁。
 ＊ 13『晋江県志』乾隆 30 年、輿地志、物産 52 頁。 ＊ 14『同安県志』民国 18 年、巻 11 物産、343 － 4 頁。
 ＊ 15『光緒漳州府』巻 39 物産、3－ 4頁。 ＊ 16『海澄県志』乾隆 27 年、巻 15 物産、17 頁。
 ＊ 17『莆田県志』民国 15 年、輿地 83 － 4 頁。 ＊ 18『仙遊県志』乾隆 36 年、輿地志 6、物産 226 － 9 頁。
 ＊ 19『永春県志』民国 19 年、巻 11 物産志 359 － 60 頁。 ＊ 20『汀州府志』乾隆 17 年、巻 8物産 83 － 4 頁。
１７２ 松山大学論集 第１９巻 第１号
21
山間部では主要な手工業は製茶・煙草・製紙・印刷・陶器・藍業・林業が、
沿海部では煙草・造船・製塩・織物業・果物加工・魚業があげられる。例え
ば、製茶業は北部の武夷山を中心として、東部の福寧府・福州府の山地と南
部の山地に展開し、23 ヵ県まで広がっていた。煙草・藍栽培は明代後期海外
から南部の漳州府・泉州府に導入された以来、北部 3府・西部各府で生産され
た。製紙業は北部から西部各県まで展開し、連城を中心とした汀州府では重要
な手工業になった。漳州府・泉州府・福州府は沿海の港口・海岸線を利用し
て、造船・漁業・製塩を起こした。乾隆『泉州府志』巻 20、風俗に「泉地隘
而磽脊。瀕海之邑耕四而漁六。山県田於畝者十三、田於山者十七」というよう
に、泉州府の土地は狭くやせていて、沿海部の人々は農業に四割、漁業に六割
が従事していた。山間部の県では平地の田が三割で、山地の田が七割であった。
国内外の市場で磁器も有名であって、統計によると、残した製磁の遺跡は永春
に 15、徳化に 155、安溪に 105、晋江に 7、南安に 3ヵ所があった。30）
『福建通志』や地方志の物産巻を参考したうえで、次のように概観していい
であろう。福建省の重要な商品作物であった砂糖と煙草が明後期福建に伝入し
て以来、各府県で栽培された。東部と南部各府県は沿海部と山間部が並存し
たので、沿海各県で造船・漁業・製塩・果物を中心とし、山間部各県は製茶を
中心とした。それ以外に、南部では製磁・糸織業が挙げられ、北部で山地が多
かったので、製紙・製茶・木材と林産物の加工業が挙げられる。西部では製
紙・印刷業がもっとも重要であった。明清期の手工業については、山地と沿岸
地帯に伸ばし、山区に発展した業種が沿海部より多くて、もっとも交通不便な
所にあったというように曽玲が掲示した。31）
清代において福建は国内と海外の市場に恵まれ、官営手工業が弱くなった一方、
民営手工業が発展した。家内手工業から出発した農民は特産物の生産が穀物以上
30）  前掲曾玲、166 頁、引用自葉文程『中国古外銷瓷研究論文集』193 頁統計表。
31）  前掲書、144 － 5 頁。
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の利益をもたらすことを知り、市場需要に従って生産する傾向があった。また、海
外市場を支配した商人たちは各地域の特産物を買収するために、現地で農民との
つながりを強めるようになった。曽玲の研究 32）により、連城紙の生産と販売につい
て製紙の全過程が商人に支配された。例えば、紙業の場合は原料準備の｢料戸｣、
生産者の｢槽戸｣、運送・販売の｢商人 ｣という3つの段階がある。｢槽戸｣は
｢商人 ｣に借金したので，契約通り品質・数量・納期などに従わなければならない
のである。｢槽戸｣は ｢料戸｣に資金を借りて、｢料戸｣はまた農民に資本を借り、
農民が資金提供・品質管理・納期から生産までを管理する場合が多くなった。製
茶業も商人が大量な資金を用意して、現地の山を借りて、茶を植えることから生産
し始めた。生産の中心は北部の崇安・甌寧から浦城・邵武・建陽まで広い範囲の
産地となった。その経営類型は三つに分けられた。33）　一つは小生産者であった茶
農が山地を持ち、小規模で生産した茶葉を自ら加工したのである。その二は茶園
を大量的に所有し、人を雇用して、経営する地主型であった。最も実力を持って
いるのは客商と呼ばれ、他省或は南部地域からきた商人である。その中に多く占
めた南部商人は、非生産地から資金を持って、生産地であった北部で山地を借り
て、茶の生産に従事した。また、茶の製造に精通した技師を南部から呼んで、北
部に建てた製茶工場で加工させる。製造した茶を広州まで長距離に運んで輸出の
取引に従事する｢広東十三行｣の閩南籍商人と交易した。それで、18 世紀初期か
ら19 世紀中期かけて茶貿易のシェアの半分は原料生産から輸出までの段階をす
べて担った南部商人に握られていた。
以上考察したように各地域手工業の成長に伴って、生産された商品作物の取
引が行なわれる市場を求め、都市と違って、各府県に郷市を中心にした定期市
を発展させた。この定期市は県城で行なわれた城市と違って、農村で形成した
周期的な小市場であったので、福建で墟市が称した。表 7は地方志から各県の
32）  前掲曾玲、200 頁。
33）  厦門大学歴史研究所中国社会経済史研究室著『福建経済発展簡史』厦門大学出版社、
1989 年、183 頁。
１７４ 松山大学論集 第１９巻 第１号
23
墟市の状況をまとめたものである。明の弘治期と乾隆期を比べると、墟市数が
倍増したことが明瞭であった。限られたデータから見ると、民国まで全体的に
増える態勢であった。漳州府の各県では墟市数が乾隆期まで急成長し、他の県
と比べられないほど多かった。斉藤史範は明清期の汀州府・漳州府の墟市数を
研究した結果「沿海の県の墟市数と山間の県の墟市数を比較すると、沿海の県
がその数の上できわめて高く、しかも、増加の割合も高かった。それに比べて
山間の県は墟市数も少なく、増加していた場合でも、その数は低かった。其の
上、時代が過ぎるにつれて、横ばいもしくは減少する県もあった。」34）という
ように論じた。定期市の発展から、人口の成長と貨幣経済の浸透に伴い、各府
県の経済発展の不均衡性が見えてくる。漳州府のような墟市数が多かった南部
地域他の地域より貨幣の流通はもっと進展していたと思われる。
表7 福建各府県の墟市数の推移
地区分布 府　州 県名 明（弘治期）＊1 乾隆期 道光期 光緒 民国
閩東部 福寧府 霞浦 8　＊2 30　＊13
福安 1 11
寧徳 13
福州府 古田 1 7　＊3
永福 0 26　＊4
閩北部 建寧府 建安 4 24　＊14
瓯寧 6
政和 5　＊15
邵武府 建寧 1 19　＊16
延平府 南平 1 19　＊17
永安 6 4　＊10
順昌 8　＊18
閩南部 泉州府 晋江 9 11　＊5
南安 2 14
34）  前掲斉藤史範、828 － 9 頁。
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恵安 2 2
同安 3 10 26　＊19
安溪 3 1
漳州府 龍溪 8 37　＊6 37　＊12
漳浦 1 52 52
海澄 　7　＊7 9
南靖 35 35
長泰 1 17 17
平和 16 16
詔安 23 23
興化府 仙遊 1 34　＊8
永春州 永春 2 27　＊20
閩西部 汀州府 長汀 4 13　＊9 25　＊22
寧化 6 13
清流 2 15 16　＊23
連城 3 6 14　＊24
上杭 1 29　＊21 45　＊25
武平 1 5 27　＊26
永定 1 0
帰化 8 14
龍岩州 龍岩 0 15　＊11
漳平 1 12
寧洋 0 1
出所： ＊ 1『弘治八閩通志』（二）巻十四‐十五地理・坊市 ＊ 2『福寧府志』乾隆 27 年修、巻八市集
 ＊ 3『古田県志』乾隆 16 年、巻二坊市 ＊ 4『永福県志』乾隆 14 年、巻二建置・街市
 ＊ 5『乾隆泉州府志』巻五都里 ＊ 6『龍溪県志』乾隆 27 年、巻一街市
 ＊ 7『海澄県志』乾隆 27 年、巻十六坊里・市鎮 ＊ 8『仙遊県志』乾隆 36 年、巻九建置志・市鎮
 ＊ 9『汀州府志』乾隆 17 年、巻五街市 ＊ 10『永安県続志』道光 14 年、巻九風俗・墟集
 ＊ 11『龍岩州志』道光 14 年、巻二規建志・街市 ＊ 12『光緒漳州府』彊域・街市
 ＊ 13『霞浦県志』民国 18 年、巻六城市志・市集 ＊ 15『民国政和県志』巻六都市　
 ＊ 14『建瓯県志』民国 16 年、巻六城市・街市、建安と瓯寧は合併して建瓯になった。
 ＊ 16『建寧県志』民国 8年、巻一彊域・墟市 ＊ 17『南平県志』民国 10 年、巻四城市・墟市
 ＊ 18『民国順昌県志』巻三都市 ＊ 19 『同安県志』民国 10 年、巻六城市
 ＊ 20『永春県志』民国 19 年、巻六城市志・街市 ＊ 21 乾隆『上杭県志』巻一区域・版籍
 ＊ 22『長汀県志』民国 31 年、巻五城市志 ＊ 23『清流県志』民国 36 年、巻三建置志 
 ＊ 24『連城県志』民国 27 年、巻六城市志 ＊ 25『上杭県志』民国 27 年、巻五城市志 
 ＊ 26『武平県志』民国 30 年、巻五城市志　　　　　　    
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